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三次元デジタル技術を用いた再現モデルの作成

東日本大震災ににより莫大な被害を受けたまち。その被害は「ハード面」だけでなく、「場の記憶の喪失」にも及ぶ。場の記憶は、地域社会再
生における大きな鍵となりうるものであるが、それは時間とともに失われつつある。このような懸念から、1:500の模型を用いた復元を試み
た研究も行われ（槻橋ら 2014）、視覚的な街並み再現が記憶の抽出や顕在化に有意であることが示唆されている。しかしながら、模型では
その物理的な大きさやスケールの問題により、再現の柔軟性や詳細性に欠ける。そこで、本研究ではより街並みスケールでの詳細な再現を
行うことのできる、三次元デジタルモデルによる街並み再現を行う。詳細な街並み再現は、人々の発言にどのような影響を与えるのか。

対象地概要

ヒアリング調査

対象地は、東日本大震災の津波により大きな被害を受けた岩手県大船渡市三陸町綾里。本地区は低地と高
台に分かれており、低地部分は今回の震災を含め、昭和大津波や明治大津波により流された経験を持つ。

ヒアリング調査の結果・考察

失われた街並みを忠実に再現することで、何が語られるか？

まちの記憶を辿った先に見える、「記憶」と「空間」の繋がりとは？
このようにして語られる震災以前の地区に関する記憶を整理することで見えてくるのは、地域社会を継承していくための空間である。従来の
研究では「ここの神社で〇〇があった」「ふれあいセンターをよく使った」などの重要スポットに関する証言や「こどもの日にお年寄りも外に
出す」「茣蓙の上で宴会」などのイベントに関する発言、「にぎわいのある商店街」「カラフルなタイルが張られた特徴的な景観」などの全体
のイメージに関する発言などが挙げられてきた。しかし、このような行動やイメージを支える空間的基盤については議論されていない。三次
元デジタルモデルを使って見えてくる、「記憶」を支える「空間」との繋がりとはどのようなものか。
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ルール
街並みスケールの建物数を、一気にモデル化することが可能。

100個 100戸ルールをランダムに適応 x100

細かい凹凸や小物類の追加が可能。
表現をリアルに近づけること
で、ヒアリング対象者の空間
理解を支えるとともに、デジ
タルアーカイブとしての精度
を上げることが可能。

一般的なレンダリングソフト
とは異なり、レンダリングし
た画面をリアルタイムで歩き
回ることができる。

モデルの作成過程震災直後
建物の基本モデル
プロシージャルモデリング

地形の生成
国土地理院の標高データ（5m）＋航空写真

全然違うね。壁はベージュ色だった。

ここは倉庫だった。

ここには窓はない。

第一モデル

第二モデル

第三モデル

指摘事項の修正
建物形状・開口部の位置・素材をSketchUpを用いて改良

指摘事項以外の修正
現地調査を経て、5m以下の微地形をデータ化しモデルに適応

指摘事項の修正
素材の劣化  /  地面のモデル化による明瞭化

指摘事項以外の修正
実際に近づけるために生活感に繋がる小物を配置

建物が白すぎる。もっと
薄汚れてたよ。

地面がはっきりしない
から、分かりにくい。
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ESRI CityEngine（プロシージャルモデリング） SketchUp（ディテールの追加） LUMION（レンダリング）

第１回 第２回 第３回 第４回
調査日 2016年3月 2016年6月 2017年3月 2017年9月

対象者 震災前の約100世帯の構成員

人数 3人 14人 20人 4人

方法 その時点で出来上がっている三次元デジタルモデルを
見てもらいながら、調査者との会話形式で進める。

内容 家の図面・建物形状・素
材などをこちらから聞き、
モデルを基に指摘しても
らう。

「思い出の場所」「モデ
ルの相違」などの単純な
会話から自由に発言をし
てもらう。

データ
利用法

モデルへの適応 モデルへの適応、
発言内容の分析

回収
データ

モデルの修正点を示す地図や図面・提供写真・震災後
のGoogle Street View

ここが首藤さん、澤田さんの家である。 小学校ができる時に、西風さんのお父さんがライオンズの関係で植
えた。 雪が降った時に、雪を川へ落とすのが楽だった。 裏に本家の屋敷があった。 母屋は瓦屋根で車庫はトタン屋根 物置としても使わせてもらっていた。 家の前は砂利だった。 以前の家は床の間や書院などがあり、立派だったが、今の家は床

の間も書院もない。 水の周りにはベンチなども置いてあった 家のすぐ脇に水路。奥へ行くほど家に寄るような位置関係。水路
の底はコンクリ、壁は石垣。

もともと段差があり、増築を繰り返した結果、合計８～９箇所階
段がある家になっている。 橋のレールも全然違う。 川の向かいに知り合いがいた。下の家も知り合いだった。下の家の

人はいつも突っ立ってるから パーマ屋に貸したりしていて、津波の時まであった。 車庫は総２階建。 下はコンクリ。 ちょっとした長椅子をBBQに使うとき用に正面側においてもらってい
た。 以前の家は建てて23年で流れた。昭和63年の10月に建てた。 家の前や橋から見た山側の風景が違う。山がもっと近くて高く感

じる。空がもっと小さく見えるはず。
綾里側の2軒は、もっともっと地面が低かった。川の土手から一度
下り、村上家で再度上がっていた。

駐車場は道路と同じレベルで、階段を上がると玄関がある。 赤っぽい、黄緑、なんと表現したらいいかわからない色。鉄が錆び
た後に塗装してポツポツはげていたような感じ。 海岸線へ行けばみんなに会える。みんな昔からいた人だから。 サトさんの家の左前にプレハブの長屋あった。さらにその前に水道

あった。 ２階には部屋が２つあった。 隙間風もあるが、ストーブもあった。 こんなに庭は広くなかった。 現在の家で４軒目の家。 山の奥の方は空が見えない。 母屋の前、物置の横に畑あり。物置側に花やツツジ、母屋側にチ
ューリップなど。門前サトさん側に、ヒバやツツジ。

息子が溶接をやっているため、大きな物干しを作った。 高さは1mくらい。 ここまで桜があったんだと思う。この上はまだあるけどあとは震災で
折れてなくなった。 敷地と道路の間に水路。 車庫の側面に赤トタンの庇が出ている。 色々なものを海岸から運んできては作業をしていた。 ひでちゃん家は広かった。 奥の８畳には書院と床の間(トコマエと言う)、飾り棚 綾里富士（大森山）に向かって山がもっと高くなる。 綾里川沿い、バイパス上がったり、漁協のガソリンスタンドの方など

。毎朝の日課。特にルートは決めていなかった。

その壁を囲って部屋のようにして使っていた。 地面の色も違う。 だから枝がこうなってぶつかったりするから、何かあった時はみんな
切っていた。道路の方に張り出す枝を切っていた。

基本的には全部閉じているが、サトさん家と首藤さんの家の間は
開いていた。 車庫の裏に風呂・トイレ。 近所づきあいは元々少なく、近いけれど人が遊びに来ることはあま

り無くがらーんとしていた。 表のみ透明のガラスで他はすりガラスだった 店の屋根勾配は6%。綾里小学校の勾配と同じ。 尾根はもっと高い所や低い所があってデコボコしていた。 震災で死んでしまった。12歳1ヶ月。お金のかかる犬だった。交通事
故で20日入院した。

澤田家は比較的新しそうだった。 橋はコンクリ、道路はアスファルトでもっと暗い色。 道路の向こう側にあった。道路につくくらいあった。 総２階建。小さい家。 車庫と水回りの間が庭。 以前は漁具の長屋があった 個別の建物の住人や施設名は覚えているが、印象的な景色とい
うものはない。

悦郎さんが立っても頭がぶつからないくらいの屋根裏。物置にして
いた。 川の反対岸に桜の木が学校の方までところどころ続いていた。 同じ班の人たちとは回覧板を回したりお互い関わりがあった。

家は昭和63年頃に建てた。 目の前に見える建物との敷地の境目には150cm程度のブロック
塀があった。ここには緑色のコケが生えていた。

ここに細い川があって、この道路の下に広い川があった。水は全然
ない。 陽子さんの家との間にはスペースあった。 庭は小さい菜園のようになっていた。 仕事は密漁の監視船をしていたので、夜のお仕事だった。 桜はあり、とても綺麗だった。 庭は綺麗に作り込んでいた。当時の庭に置いていた岩は、現在の

家の庭に全部持ってきた。 家の高さと同じくらいの高さがあった。 ヒバ、ドウダン、ツツジ、ボタンなど庭に植えていた。

引っ越して3年でおばあさんが亡くなった。 海岸へのわかめ養殖にはお仕事でよく向かっていた。徒歩や車で
はなく、自転車で行っていた。 昔の家から港へ行くルートは川沿いから。 草が生えてた。 敷地周りは青木、柿の木など。

自宅の周りを歩いていたのは、子供がフィリピンから来て津波が来
るまでの１年半。それまでは小学校に行ったりしてブランコなんかで
遊んだ。ブランコとか上り棒とか雲梯とかたくさんあった。

マイヤに行く途中で高台の方に上る階段があった光景は覚えてい
る。

店の看板は特になかった。小さい看板が家の角にちょっとついてい
た。 4mくらいで結構大きい。 長屋のところが、川側から一度下がって上がる地形だったため、車

が入りにくく不便だった。近所の人の空き地に止めていた。

屋根の色は赤色。 玄関は出っ張っていた。

昔の人は山の方にいたけど、海岸へ下がったのは、昔は車がない
からリアカーで荷物を運ぶのが大変で、海岸の近くに住んだんだよ
ね。だから津波のことはあんまり考えなかったんだよね。でも山の上
にいる頭のいい人もいたんだね。道路もいいしね。

湊の門前キョウイチさんの土地。 自分の土地の山の木で作った家。 ２Fの屋根の両側にしゃちほこがあったけど、津波でおちた。 地面がアスファルトの色でもっと濃い。 県道側の盛り土の部分のところに木を植えていた。 海側にもポツポツあった。 隙間もあるし窓も１枚で結露がすごかった、寒かった。水路側は
特に寒かった。大きなファンヒーターをつけていた。

壁はクリーム色。 二階の窓は二つあった。 歩いても5分か10分で行ける。 パーマ屋が土地借りて家建てたが、宮野に引っ越した後は空き家
だった。

小さい頃はカツエさんの家の場所は精米所だった。そこがなくなりか
けている時はそこが遊び場だった。 玄関左は部屋が出ていて、もう１つ玄関があった。 小西善太郎さんの家の感じは分かる。 横には悦郎さんが門を作った。 川の法面に植えられていた。 実家が漁業をやっていたから、ワカメの養殖をしていた。芯抜きなど

。

家を建てる時に植えた大きな杉の木が玄関の横にあった。 壁は茶色で、綾姫ホール室内扉より濃い色 この辺りは班だからね。班は11軒くらいある。 赤い屋根。 基本的に茶の間にいた。父の関係で客が多かった。 家の裏側は他の人所有の畑/空き地があったので、子供と小学校
の校庭によく行った。 外に行かず、みんなが自分の家に来てくれる形だった。 田んぼとの間は２m差くらいの法面。 家の前の道路はもっと家に近かった。 海の方を見ると、防潮堤は見えた。奥のほうが海だなと思いながら

。
バイパス側の部屋にいることが多かったから、そこからバイパスを車
などが通るのを見るのが良かった。 屋根は赤色。 回覧板まわすっていったって、昔はすぐ近くに家あったから もっと大きかった。敷地いっぱいに建てていた。 歩いてマイヤまで行っていた。マイヤに買い物に行く時も猫ついてき

たりしていた。
小学校へと散歩に出かける時はここを介したり、小学校のプールの
方向から回ったりした。 看板右下の青っぽい文字は「婚礼着付」と書いてあった。 田んぼとの境界にはフェンスを作っていた。 家の前の道路は、小学校や中学校へ行く道だった。小学生や中

学生はよく見えた。
田んぼが周りにあって、蛙の声が聞こえた。なんてうるさいのだろう、
と思っていたのが思い出。

海はもっと見えた。 村上さんの屋根は黒ではなく青かったような。 そこは歩けない。外側からしか回れない。隣の家に行くには、間に
側溝があるから下か上をぐるっとまわらなければならなかった。 茶の間兼台所によくいた。陽子さんとも行ったり来たりしていた。 昔映画館があったり駄菓子屋があったりして栄えていた頃の記憶

はある。
小学校では校庭でのイベントや綾里５年祭などがあり、その度に
参加をしていた。 かどの看板は「畑中たかひろ」「田村誠」の看板 家の裏には物置。 建物自体は築15年で新しかった。 日当たりもよかったし、周りも特に不便と感じたことはなかった。

ここが山崎さんの家。 長屋には掛下げが９尺あった。 こっちの方は、おーいって叫べば冨崎さんの家があった。川のこっちか
ら叫んでね。

お茶飲みに行ったりはあった。植木さんとワカメの芯抜き手伝ったり
していた。娘さんも１日１回は様子見に来ていた。

15,6の時はサーカスも来ていた。その時に父親に叱られた記憶は忘
れられない。 校庭から海側を向いたアングルからは自分家の裏が見えていた。 店の横が洗濯場からのトイレで、窓があった。 その横は花を植えるような庭。ムクゲ(昔、鳥が落としていった種か

ら育った)が一本だけ生き残った。

道路と家の高さを合わせるために、古い家を壊して新築するときに
、土台工事に600万位かかった。昔は60坪位だったが、今は45、6
坪になった。

近くにマイヤさんもあったので足りないものも買えたし、買い物は大
船渡の方から買ってきたりもしていた

隣の家はこんな感じ。 掛下げの下に自転車を置いていた。 道路の近くまで長屋があった。道路側の側面に出窓があった。だ
から、朝日から夕日まで1日中明るかった。 サトさんちは２階のベランダ。陽子さん家は家の裏に干してた。 前の家の時は行ったり来たりが盛んだった。 2Fからは綾里川方向はあまり見えず、中学校のある山側がよく見

えていた。 全面が店、後ろが茶の間、寝室 家の前の長屋 (小屋)がない 神棚はあった。元の家は８畳の部屋にあった 前の家の方が「やっと言えばほっと言う」感じで距離感も近く楽し
かった。

ソーラー（太陽熱温水器）があった。 横開きの扉が２つと、東側に窓はなかった。 隣の菊夫さん、自分の家の前には木は無かった。 2009年くらいまで５年間、北上とかから働きに来ていた作業員さ
んの作業場で炊事していた。

漁協の入り口場所、漁協近くの駐車場、高城さん家周りのブロッ
ク塀 海は見えず、見えていたのは近所の家並み 土盛りしていた。 きのこの栽培所は建物は一つ 昔は左側にベランダがあった 目の前に見えている２F建てのモデルは長屋だったかもしれない

３階部分の窓はもっと小さい。 屋根は鼠色のセメント瓦、壁は茶色のサイディングできれいな状態
だった。

地面が綾里川に向かって上がるように勾配がついていたので、川
は見えない。

買い物は自分でマイヤに行っていた。週に１回娘が大船渡に連れ
て行っていた。 家の前は輪店の船が並んでいた ここから見える、熊谷さんのお宅の敷地は一段下がっていた ひのうち川の水害 

(引っ越してきて2年くらい)。綾里川の水害(40年前)。 西村の古い家だった。それを壊してきのこ栽培所を建てた。 道路の近くまで長屋がでていた。 伊藤輪店さんの隣にゲートボール場があった。部落の人たちでやっ
ていた感じがする。年取った人たちが楽しみにやっていた。

買い物はマイヤへ行った。 はしごで上がれる中二階には、養殖のたまやロープ、オイル、段ボー
ルを入れていた。 商店の位置だったり 植木さんの家は気仙大工に作ってもらった立派な家。 住宅前に庭、植栽、仁兵衛さん夫婦の畑 漁業をやっているので、赤い屋根の長屋には漁具を入れていた 駐車場は坂になって登る。 家の裏にコンクリートの長屋４件くらい。 中には浜の道具やワカメの芯抜きをしたり。 佐藤さんの家は新しいので航空写真にはないかもしれない。

マイヤでお嫁さんが働いていた。 床は芯抜きに使うため、きれいな状態で広くしておく必要があった
。バンゾを置いた。

家の前の生垣は長屋の方まで伸びており、地面が傾斜しているの
で立面が三角形のような感じ。 家の手前がお店だった。 庭は砂利 家の西側には、家とは繋がっていない形で掛下げがあった。 バイパス工事の時に、路面と駐車場面揃えたので、平らになった。 小浜さんの家はこんなに大きくない。 道路側で荷物を積めないから、こっちの方（家と長屋の間）で積

んでいた。家と長屋の間はKトラが入るスペースがあった。

カラフルさや植物の種類（ムスカリ、芝桜など３種類くらい色のち
がうもの。キンギョソウが自然に咲いてきてお庭を彩っていた）にも
こだわり、植栽の手入れをしていた

側溝があった。 基本的には作業のための空間だった。
菊夫さんの家の前を車で通るのは申し訳ないため、綾里川の方か
らアクセスをしていた。徒歩の時などは菊夫さんの家の前を通ると
きに簡単に挨拶をしていた。

ここでよく集まってお茶飲んだりした。復興地の三浦さんなど、同年
代の人が集まっていた。 北側には15歳、3m程のひばの木 家の前は駐車スペースだった 裏側は庭。 みんな行ったり来たりして、良かった。班の人の交流があった。 長屋の前から玄関のところまでコンクリ。 春先に行った藩での草刈りが大変だった。

側溝というより、深い川があった。80cm～1m位の幅の広いコンク
リで固めてあった。 漁具やわかめなどは息子の車で運んでもらっていた。 家の前は砂利だった。 首藤さんの家は新しい家。平成2,3年くらいに建った。 母屋と離れの間の杉の木が傾いていた 校庭のブランコ近くにあるのは桜の木ではなくプラタナスの木だった

。 青いのは物置。三角屋根。大工道具が入っていた。 買い物にマイヤに行ったり、消防署や湊公民館に行ったり、神社に
行ったりするのに、みんな全面道路を通る。 全然違う。 中学校も小学校も近くていい場所だった。息子娘もすぐそばで通

えた。
復興地の道路の下にドカンがあった。山から流れてきた水をそこを
通して流していた。 阿部酒店の前に道路があって、そこをよく通った。 隣が兄、復興地には義理の弟もいたため、親戚が近かった。それ

もあり、魚や野菜の物々交換もあり、田舎はとてもいいところ。 庇はなかった。 水路は側溝で水位10cmほど。遊べる環境ではなかった。 ブランコの他にも、上り棒や雲梯などの遊具で子供を遊ばせていた
。

もう一つはテント。息子が高校を卒業して車を買った時にガレージ
として買った。 車は乗用車に乗っている。津波の時は乗用車で高台まで逃げた。 玄関の位置は合ってる。 夜、小学校の校庭をちょっとウォーキングできたりした。健康のため

に。コンクリートより土の方がいいということなので。

お嫁さんが働いていたから、マイヤには実はあまり行かなかったかも
しれない。

買い物はマイヤの方に徒歩で行った。お酒は飲まないので阿部商
店でなくマイヤの方が行った。 お茶飲みがお寺の方であった。 その分花壇などがあった。 子供とよく散歩に出かけたルートの途中の家右側の道路は左側だ

け赤いアスファルトで歩道が区切られていた

家の西側の道が綾里の中で唯一舗装されていない。山でも舗装
されているのに関わらず。これは政治的にこんがらがってしまったた
めである。これが不満な点であった。通り沿いに３軒あるにも関わ
らず舗装されていないので、車でのアクセスが悪かった。自腹で舗
装しようと思ったが、許可されなかった。

茶色いのはデッキ。裏の8畳間の前にデッキを作った。 車は家の前に停めていた。駐車場と庭。 玄関の手前に茶の間ある。 地区は宮野でも岩崎でも良いと言われた。

近所の人と距離が近かった 高台側の方に10mくらいののり面があり、もう一つ、上に向かって
斜めに伸びているのり面があった。

公民館にみんなよく集まっていてにぎやかだった。新年会などの特
別な時。知り合いと昼間からビールを一杯、などと家に招くこともあ
った。

家はだいたいこんな感じ。 家の南の橋の下では子供が鮭取りなどして遊んでいた 船をつけていて仕事で石浜海岸に毎日行っていた。 水路の脇は畑。それ以外は砂利。 何かあれば上も下も一つになって、部落として動いた 掃き出し４枚。 宮野は人が増えてきていたので、岩崎でいいね、ということになった
。

全然違う。 のり面は、全面には草が無くてコンクリートで、その上に草があった
。

孫は公民館や、空地でキャッチボールをしていた。遊ぶには困らな
い。

この家に住んでいたのは７年くらい。その前は奥さんのおばさんが
住んでいて、その人が亡くなったから移ってきた。 桜の木が小学校校庭の南西にあった どちらかというと海岸回り。ぎりぎりで建てているので車を入れると

遊ぶ場所がない。 ガレージと水路の間はママ、で階段が3段くらい マイヤがあったから、不便ではなかった。毎日歩いて行っていた。 家の手前に庭ある。 大船渡に行くには車がメイン。電車は使わない。

母屋の屋根の色は黒。 車が乗ってもタンカーが乗っても壊れないような 孫と一緒には遊ばず、親に任せていた。 ここの前は湊の渚パーマの建物に住んでいた。パーマ屋が駅前に移
って空き家になった時にそこに移った。 川沿いには桜の木が植わっていた もともと子供も、中学校全体で６６人と少なかったので集まること

が少なかった。 水路の上には橋がかかっていて、熊谷さんの家に行けた。 小学校のプール側からアプローチ。 砂利で何にも植えてない。

門口さん、熊谷あけみさんとは近所付き合いがあった。繁昌さんと
は息子同士が同級生だが、あまり付き合いはなかった。橋本さん
は奥さんがいるうちはお茶飲んだりと付き合いがあったが、離婚さ
れてからは・・・。向かいの明治屋分店は奥さんが生きているうちは
付き合いがあった。

裏の長屋はこんな感じ
東側に水路があり、その上部には土管から水が流れていた。水が
流れ込むところは土を盛って上げていたので、沼状態になっていた
。

綾里川の桜を見てお花見をしようという話がでることがあった。 この家ではずっと奥さんと二人暮らし。 ２Fベランダや前の庭で子供を遊ばせてた 子供とは、庭で遊ぶというよりかは海でBBQや海水浴をすることが
多かった。 駐車場の脇に植栽、過度に黄色い美容院の看板 30年前くらいに建てた家。昭和55年に引っ越した。娘が生まれた

年。
首藤さんとの間には150cmくらいの木植えてた。隣が見えないくら
いの密度。１０本くらい あそこらへんは雰囲気が良かった。

かっこいいからOKだけど屋根はシルバー。 他の高台の人の畑の上に、佐々木さんの畑があった。

中学生の頃はひいおばあさんから言われ、学校を終えてからお風
呂の水を汲みにいかされた。嫌だったことを覚えている。井戸は現
在のブロック塀の辺りにあり、15mくらいの深さ。夏はすごく冷たくて
冬は暖かい。お風呂は２４回ほど往復した。かめに入れて。

泉さんとの間はそんなに空いていなかった。車１台通れるくらい。そ
こに水路が流れていた。

2Fベランダからの景色は、ほとんど覚えていない中で防潮堤の青
い部分が見えていたのは記憶にある

あまり聞こえなかった。運動会の時やチャイム以外は。通学路は違
ったのでそこから子供の声が聞こえるということも無かった。 千田繁昌さんとの家の境にもヒバ(家を建てた時に植えた) 特に不便はなかった。 車はいえ手前の砂利に止めてた。 港の復興地の西村洋品店の向かい側の千葉さんが実家。

赤い屋根の長屋はOK 音がうるさく感じることなどはなかった。 長屋は使っていた。昔は信頼し合っている良き時代であったため、
長屋の扉は開けっ放しであった。 普段は茶の間にいた。 以前は、気密性が悪かったため、子供の帰ってくる声や、家の前の

砂利の音で人が近くいることが分った 和室が３畳繋がったような。部屋を全て空けて冠婚葬祭に使う。 生垣と家との間に木戸があった 家の前の道が舗装されていないくらい。 陽子さんとの家の間は道路なかった。車一台通れるくらいのスペー
ス。

最初の店は植木豆腐屋(おばさん)を借りて出していた。２件目は
郵便局の向かい側。３店舗目は以前の店。４店舗目は震災後
に現在の土地に仮設の店舗を出した(2011.５月の連休には出し
た)。今の本設店で５店舗目。

家は丸い石で石垣を作っていた。 仕事場である海岸で話すことが多かった。 西側壁面には台所に面して出窓 マイヤを使っていた。 以前は散歩を子供としていたが、子供が成長してからはしなくなっ
た。

明治屋さん、交番、美容院、佐藤さん、カナリア屋さん、千田さん
、畑、千田さん、熊谷建築さんなど周辺のは藩が同じだった。定か
ではないが、記憶では４藩。集まったりすることはなかったが、回覧
板を回した。

裏は水路
すごく良かった。ツマさん、東川さん、大和田さん、カナリヤさんと行
ったり来たりしていた。集まるっていうほどではないがちょっとお茶の
みに行ったりしていた。

サトさんの家の方が少し高く、土台の高低差があった。 瓦は藍色のおしゃれな瓦。綾里にはないような瓦。

家の角の交差点に電柱と消火栓があった。 外を歩いて顔が合うと、お互いに声を掛け合って「海岸沿いに行こ
う」「今日は何をするのか」などという会話もあった。 南側玄関の左側に掃き出し窓 泉さんが親戚だから多かった。人の家に行くこともよくあった。 洗濯物は離れの１F,２Fのベランダに干していた 歩道がついてて、その横の植栽は夏に草取りをした。 鈴木家と水路の間に軽トラがギリギリ入るくらいのあぜ道。水路

沿いにずっと続いている 車でマイヤ。

地面は90cm幅で人一人がギリギリ通れるくらい。セメントで固め
てあった。裏が畑だったため、虫が来ていた。畑の持ち主に相談し
たところ、コンクリードブロックで40cmないくらいのちょっとした塀を
作ってくれた。

玄関側の庭は２台くらいの車が入る。

敷地内の地面は土。 家の前には自分の長屋、庭、駐車場があった。庭は駐車場の一
部だったので砂利にしていた。 １F屋根西側に小窓 古い家だから暑い寒いはある。 北側の敷地に自分たちの田んぼが３区画ほどあった。 この草刈りのシーズンは大変だった。 ツマさんの南側は田んぼ 新しい家。津波の10年前くらい。大きい家だった。 買い物はマイヤよりも、車で街の方まで行っていた。 カナメモチ（赤っぽい葉が混ざったもの）とか色々植えていた。

道路がもっと家に寄っている。

朝の3時半ごろに起きてタンクを挙げ、4時半ごろ家を出る。わかめ
を挙げてきたものを、海岸で真水（塩水）でボイルする。そのとき
にみんなで集まるので会話になる。ボイルを終えるのは9:30-
10:00。その後はわかめをタンクにつけて自宅にもどり、昼食後は長
屋で芯抜きを17:00ごろまでする。

２F屋根は入母屋、屋根は南側に瓦３つ分出ている 南側のファサードの茶の間のサッシはもっと大きい。らんま付きの３
枚サッシ。縁側はない。

漁業をやっていたので、作業小屋が玄関右側の茶の間の前にあっ
た。

周囲に木が植わってたかはどうだったか。なにかが植わってた気がす
る。 さらに橋本さん側は空き地 大きい家だった。庭には松などあり立派だった。 河原の桜が春になると咲くので綺麗だった。

3Dモデルで母屋の手間にある長屋は、昔はこういう小屋だったが、
写真のように子供のために家を新築し、母屋とつなげた。新築後、
母屋もリフォームした。

地形が全然違う。家から中島家に向かう道は、かなり下り傾斜が
あった。

海を埋め立ててできた岩手県の土地を長から借りて建てたプレハブ
が海の方にあり、そこで養殖をしていた。そのプレハブで他の漁師た
ちと天気や次の日の作業などについて話していた。

屋根の色は銀黒 90cm幅の壁があり、その隣が玄関。その先に縁側廊下。
小屋と母屋の間に犬小屋はあったが、向きが西側に入り口（手
作りのトタン屋根、裏側にも扉をつけて開けられる。片流れ屋根。
）

モデルはなにか違う気はする。
バイパス完工前は鈴木さんたちの並びの前にバイパスを通す予定
だったので、舗装されていない道で、いくら市役所に請願しても、
整備工事してくれなかった。

敷地を囲うものがあった。 川の草刈りが斜面がきつくて大変だった。6～7月でやる。 隣の家はこんな感じ。隣との間が狭かった。

中村さんの家はもっと土地が低い。この並びは全部低いところ。 15,6の時はサーカスも来ていた。その時に父親に叱られた記憶は忘
れられない。 犬を飼っていた。 車庫の側面は全部壁だった。 ２階は二部屋 玄関から入って奥の台所へ。 2F東側は窓なし 日当たりは良かったが、西風さんのお宅より風が降りてくることが多

く、その度に家全体が揺れた。
長屋の中で座って話すこともあった。海岸と同じく、天気や作業な
どの情報交換をして、お互いに行き来していた。 その境もお城のような切石の石垣だった。

小西幸夫さんの玄関は南側で、現在玄関になっているところは台
所。 前の家の時は行ったり来たりが盛んだった。 犬は震災前に死んでしまったけど、被災しないでよかった。長生き

した。 車庫の前面はシャッター。 家は全然違う。 あとは、休日は２Fのソファで横になっていたりした。 壁はパネルのベージュ、ザラザラ 赤い瓦で合っている。 入口の間口は広い。使わない時は閉めていた。 綾里川の水がこんなにない。

新築の２階は３部屋（８畳、８畳、６畳）あったから気に入っ
ていた。仙台からみんなきて泊まっていった

水回り（風呂やトイレ）を母屋の北側から新築部と母屋の接合
部の新築部に移動した。

歩いてマイヤまで行っていた。マイヤに買い物に行く時も猫ついてき
たりしていた。

真ん中のヴォリュームはなくて、車庫と母屋は１間くらい離れていて
、屋根はくっついている。 母屋の玄関の右側に８畳部屋。縁側もあった。 あまり付き合いはなかった。婚礼があって、着付けをしに入った時の

記憶。 起伏に関する説明が多い。平らではない。 もう少し黄色っぽいベージュ色。 屋根が出ていたため、雪が降ると隣の境界におちるので、元々２
つあった雪滑り止めにもう１つ付け加えた。

草もこんなに長いのは生えてない。30cmの芝、斜めに傾斜したコ
ンクリ壁の法面、短い草、水、の順に下へ下がっていく。

新築１階の手前部分は長屋。 前にも後ろにも木があった。ずっとここをぐるっと塀みたいな、生垣があっ
て。石垣があってその上だったから３尺はあったよね。

昔映画館があったり駄菓子屋があったりして栄えていた頃の記憶
はある。

水回りを移動させたからお金がかかった。リフォームは意外とお金が
かかった。2000万くらい。

玄関の右側の８畳部屋の前に犬がいた。浄化槽の上に犬小屋を
おいた。

繁昌さんの息子さんは大工さん。家も大工さんが作ったような昔の
日本の家。 あまり周りを歩くことが無かった。仕事も車で主に移動していた。 川側の道路沿いに90cmくらいのこんもりした木が点々と植わって

いた。

憧れで後からベランダを付けたが、１F屋根に無理やり合わせたた
め、室内からベランダに出るのに50cm程の段差がり、踏み台が必
要だった。ベランダは洗濯物を干すのみに用いた。

家の中からだと外の声はあまり聞こえないと言っていたが、長屋に
いれば外の声や音が聞こえたのでそこから話しかけたりしていた。

家の中にいても浜の声が聞こえたし、家から港も見えた 港まで遠くなった。すぐそばの漁港があって20秒くらいで行けた。 道路境界には特に何もない 茶色の歩道があった。 水路の周りはもっと緑色だった。 1Fは左から、6畳の茶の間、玄関、壁、狭めの掃き出し4枚、広め
な掃き出し4枚、雨戸じまい 小さい腰高の出窓があった。 らんま付きの大きなサッシがずっと続いている。一番端は物入れが

あったので、そこは壁。
縁側で座ったり、家前や友人とお茶するときは中嶋園前の道路で
立ち話をした。 高台の方向を見て、のり面は下がコンクリートでその上が草だった。

川は増水しすぎ。もっと水量少ない。 堤防の下に長屋がずらーっとあった。皆そこで作業をした。道路を
挟んですぐのところで加工した。 鈴木さんの家よりちょっと歩道よりに建てている。 周りは砂利で固めている 家の前はネギ畑とチューリップも植わっていた。 1F東側は、手前から30cmの出窓、180cm幅、勝手口、台所の

小さい窓 2Fは階段の窓、雨戸じまい、6畳の窓、6畳の窓 小窓はなく、小さい出窓と掃き出し窓が一間。 西側の出窓や南側の掃き出し窓は開けていたため、通る人に声か
けたり声かけられたりした。マイヤがあるため人通りが多かった。 壁の色はクリーム色で、グリーンがかっている縦模様

中島家の塀は、お城のような切石の石垣でもっと高さがあった。 中島家の庭は外からこんなに見えなかった。 家と中島家の敷地は1m位段差があり、自分の家の方が高かった
。 長屋は外とツウツウなので誰かが通ると分かる。少し話をしたり。 長屋の前の舗装は車のため砂利だった。

つまり、これら全ての記憶情報は、三次元デジタルモ
デルだからこそ得られた情報である。

謝　辞：本稿は，住総研による助成を得ながら，首都大学東京の饗庭伸教授と同研究室の学生による協力を得ながら進められた。ここで感謝を申し上げる。 引用文献：槻橋修 et al. 被災地における街の記憶の復元と共有手法に関する研究. 日本建築学会計画系論文集. 2014, vol. 79, no. 699, p. 1129-1137.

ここの出窓と隣の掃き出し窓は開けてたから、通る
人がいて分かると話したり話しかけられたり。

長屋にいれば外の声や音が聞こえて、
そこから話しかけたりしてた。 道路の近くまで長屋があった。道路側の側面に出窓があ

った。だから、朝日から夕日まで1日中明るかった。

海岸線へ行けばみんなに会える。
みんな昔からいた人だから。

以前は、気密性が悪かったため、子供の帰ってくる声や、家の
前の砂利の音で人が近くいることが分った。

一般的なヒアリング調査では、震災後の住居では「近所のコミュニケーションが減った」という
言葉以上の理解は出来なかった。しかし、本調査では「以前のコミュニティを支えていた空間基
盤」を示す、重要な情報を抽出することができた。

ヒューマンスケール的な空間情報
詳細な素材情報
特定の場所からの景観

何かが違う・・・。
どうだったっけな。

左側にはベランダ

懐かしいなぁ。

窓はここにあった

こっちは長屋だった

庭は砂利だった ・・・

・・・
・・・ 外の気配が分かって、話しかけたり

した。
開けてると人が通るのが見えた。

・・・

・・・

三次元での詳細な視覚的情報は、
記憶を遡るきっかけとなる。

表中の上記３つの分類は、三次元
でしか表現されないような、具体的
な内容を含む発言を示しており、記
憶を遡るきっかけである。

ヒアリング調査結果を内容ごとに区切り整理した一覧表

三次元デジタルモデルを
見ての違和感や肯定的
な感情をきっかけとして、
芋づる式に記憶が呼び起
こされていく。

三次元デジタルモデルにより呼び起こされた記憶
にこそ、従来の調査手法では辿り着くことのできなか
った重要な情報が含まれている。

更に、その内容をテキストマイニングにより分析

漁業を中心としてきた地域において、仕事場である海岸や、「道路に面した」作業場である「長屋」は重要
なコミュニティの場であることが分かる。また、外の様子や音を中から察知できるような開口づくり・場
づくりがされている箇所では、同じく人同士の交流に繋がるということが明らかとなった。

三次元再現


